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◎本品のうち、外国為替及び外国貿易管理法に定める安全保障貿易管理関連貨物（又は役務）に該当するものの輸出にあたっては、同法に基づく輸出（又
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◎本品の使用（ハードウェア・ソフトウェア）による事故が発生しても、それに起因する損害及び二次的な波及損害の全ての補償には応じかねます。
◎Ethernet, イーサネットは、富士ゼロックス株式会社の登録商標です。
◎その他、記載されている会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。

電話技術相談

FAX技術相談

電力管理機器 省エネ支援機器
（エネルギー計測ユニット、省エネデータ収集サーバ、デマンド監視制御装置） （052）719-4557 月～木曜日　 9:00～19:00

　　金曜日　 9:00～17:00

対象機種 電話番号 受付時間※1

電力管理機器

三菱電機FAサイトの「仕様・機能に関するお問い合わせ」もご利用ください。

省エネ支援機器 （084）926-8340 月～金曜日　 9:00～16:00

※1. 祝日・当社休日を除く

対象機種 FAX番号 受付時間※1
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生産数や電気以外の計量（水、ガス、エ
アー）ができます。

状態・警報の監視、設備稼動時間計測、
稼動時電力量計測ができます。

　改正省エネ法の施行による省庁の指導強化や、ISO14001環境マネジメントシステム認
証取得の加速化など、各事業所における省エネルギー活動は重要な課題になっています。
　特に改正省エネ法では、事業所単位（工場単位）から事業者単位（企業単位）での規制枠の
変更により、エネルギー管理の枠組みが大きく強化されています。
　また、生産設備ごとのエネルギー管理も謳われており、工場全体でのエネルギー管理だけ
でなく、生産設備（群）単位でのきめ細かいエネルギー管理が求められています。
　三菱電機のEMU3シリーズは、きめ細かなエネルギー計測に加え、漏電計測機能や接点
入出力機能により、原単位管理や生産設備の漏電監視／状態管理までご提案できます。

（計測要素：電流/電圧/電力/電力量/漏洩電流など）

２． ネットワークによる中央監視

３． 装置単位での原単位管理／状態監視／設備保全

■原単位管理によりロスの発見と省エネ改善事項の抽出

外部入力①（パルス入力）

外部入力②（接点入力）

※詳細な計測項目は8ページを参照ください

※パルス入力を2点、接点入力を2点という選択も可能です。

伝送機能付き品（B/NET伝送品、CC-Link通信品）に
より、省エネデータ収集サーバ「EcoServerⅢ」や
「MELSEC Qシリーズシーケンサ」の上位監視装置へ
データを伝送できます。

生産数量や設備の稼動状態をEMU3シリーズに入力
（パルス入力／接点入力）することで、設備の原単位管
理から状態監視／設備保全（漏電計測）まで把握する
ことができます。（詳細は4ページをご参照ください）

EMU3シリーズ製品概要

EMU3シリーズ設置例

■各種電気量の計測をする

■外部入力を2点有する

■上位の監視装置へデータを伝送する

１． 現場レベルでのエネルギー管理

EMU3シリーズ

B/NETもしくはCC-Link

EMU3
シリーズ

EMU3
シリーズ

もしくは

省エネデータ
収集サーバ
EcoServerⅢ

三菱MELSEC
Qシーケンサ

常時監視

生産情報、
品質情報など

設備の制御盤

上位へ伝送
生産開始SW 稼動状態（接点入力）

生産数量パルス
（パルス入力）

EMU3
シリーズ

外
部
入
力
端
子

外
部
出
力
端
子

伝送出力端子
（図はB/NET伝送品）

B/NET伝送もしくはCC-Link通信

各種電気量計測

1 2
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省エネ法の強化により、局部変電
所ごとの計測⇒分電盤レベルで
の計測⇒製造装置ごとの計測と、
より細かなレベルでの計測が必
要になってきています。
きめ細やかなエネルギー計測に
加えて、漏電計測や原単位管理
といった、一歩先の総合計測を、
三菱エネルギー計測ユニット
「EMU3シリーズ」で実現してみて
はいかがですか？

（写真はB/NET伝送品）
EMU3シリーズ原寸大

設備や制御盤の警報監視をする

設備の原単位管理をする
（設備の稼動状態を上位に伝送）

ガス・エアなどの原単位管理をする
（パルス発信付きメータの取り込み）

生産期間と非生産期間の使用電力量管理をする

⇒設備警報や分電盤のブレーカ警報を上位に伝送できます。

⇒原単位管理が可能。
⇒稼動/非稼動の状態情報を上位へ伝送できます。

⇒電力量原単位だけでなく、ガス・エアなどの原単位管理
ができます。

⇒生産期間/非生産期間の使用電力量管理ができます。
（待機電力の計測も可能）

・生産数量を個数管理できない製品の原単位管理として。
 （工程別の原単位管理、流体物原単位管理など）
・設備の稼動率管理（演算は上位にて実施）として。
・設備の稼動状態を上位に伝送する機能として（設備の状態監視として使用）。
・１か月あたりの稼動時間を上位側にて集計し、累積稼動時間管理として（設備の予防保全として使用）。

機器本体に「設備異常情報」「ブレーカアラーム情報」を
接点入力すると、

機器本体に「生産数量」をパルス入力し、「稼動状態」
を接点入力すると、

機器本体にパルス発信付きメータからパルス入力し、
「生産数量」をパルス入力すると、

機器本体に稼動開始/稼動終了をON/OFF情報で接点
入力すると、
（積算電力量パルスとの比較で）

設備の制御盤

上位へ伝送

製造設備

ブレーカのAL

設備異常情報

設備の制御盤

上位へ伝送

製造設備

生産開始SW

生産数量パルス

稼動状態

設備の制御盤製造設備

生産開始SW

メータパルス

設備の制御盤

上位へ伝送

上位へ伝送

製造設備

パルス発信器付きメータ

生産数量パルス

上記以外にも接点入力/接点出力機能を使えば様々な用途でお使い頂けます。

CT/ZCT内蔵で
カンタン選定・カンタン計測

「原単位管理」と
「漏電監視」ができます

分電盤分岐／制御盤の
小型化が可能

CT/ZCTの選定、手配が不要。
ブレーカへ接続するだけで計測が
できます。

さらにネットワークにも対応して
おり、計測情報を現場だけでなく、
上位へ伝送して、中央でも監視す
ることができます。

パルスカウント機能が付いており、
原単位管理に必要な生産数量パ
ルスを取り込むことができます。

漏電計測機能が付いており、電路
や負荷設備の漏電監視が可能です。

設備の稼動状態を接点入力する
ことで、設備稼動時の原単位を管
理することもできます。

※ネットワークはB/NET伝送、CC-Link通信に対
応しております。

※パルス発信機能は標準で搭載しております。
　（積算電力量のみ）

CTとZCTが不要です！

※原単位とは「エネルギー使用量÷生産数量」で示
される数値であり、エネルギー生産性を量る一つ
の指標です。この原単位を改善することで、業務
の改善・生産性の向上にもつながります。

100AFのブレーカ2次側端子へ
直接取付けができます。

CT/ZCTの取付け、配線が不要な
ので、分電盤/制御盤の計測をコ
ンパクトに実現で
きます。

表示部分が左右
90度回転でき取
付け方向によら
ず表示部分は正
面の位置になり
ます。

※直接取付けの場合は、ブレーカ定格電流の80％
以下でご使用ください。
　ただし、定格電流125A品のブレーカには直接
取付けできません。

※直接取付けができるブレーカ機種はP8をご参照
ください。

EMU3シリーズ設置シーンの例 エネルギー計測＋αの提案
計測機器で一歩先の総合計測をやってみませんか？

特長 特長 特長特長 特長 特長

設置シーン

設置シーン

設置シーン

設置シーン

その他の設置シーン

設備異常!

3 4
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注意 
絶縁抵抗試験・耐圧試験を行う際には、必ずFG 端子の接続
を外してください。
FG端子はインバータ等のノイズ源となる機器と共通の接地と
しないでください。誤動作の原因となります。

注意 
ブレーカ直接取付け時は、ブレーカ定格電流の80％以下でご使用
ください。ただし、定格電流125A品には直接取付けできません。

電源側の動力線を接続します。
接続端子（左から1S，2S，3S）

表示ユニットケーブルを接続します。
表示ユニットコネクタ

選択警報要素が警報状態となった場合に接点出力し
ます。

A1，A2，A3，COM

無電圧接点パルスを出力します。
CA，CB

ブレーカ直接取付け時に取り外します。
ターミナルブロック

本機器を動作させる補助電源を入力します。
MA，MB

実使用状態ではFG端子を接地してください。
FG

パルス入力または接点入力にそれぞれ切り換えて使
用できます。

X1，X2，COM

負荷側の動力線を接続します。
接続端子（左から1L，2L，3L）

（1）表示ユニット部 

【形名：EMU3-DP1-Pの機種の例】 

【形名 EMU3-DP1-B（B/NET伝送品）の機種の例】 

計測値切換キーにより選択された計測値が点灯します。

※点線部は機種により異なります。

※その他の部分は形名EMU3-DP1-P と同じです。

【形名 EMU3-DP1-C（CC-Link通信品）の機種の例】 

※その他の部分は形名EMU3-DP1-P と同じです。

計測値選択LED

B/NET伝送の状態を表示します。
・点灯：アドレス二重定義、伝送線/伝送電源の異常
・点滅：通信中
・消灯：上位コントローラからのアクセスなし

B/NET伝送LED

機能切換キーにより選択された機能が点灯します。
機能選択LED

本機器を再起動させる場合に押します。
リセットスイッチ

B/NETアドレスを設定します。
ADDRESS

局番設定スイッチ。
CC-Linkの局番を設定します。

STATION NO.

STATION NO.、B RATEを設定・変更した後、または
本機器を再起動させる場合に押します。

リセットスイッチ

機能選択モードの機能を選択します。機能切換キーを
押す毎に機能選択LED表示が切り換わります。最大
値や電力量(積算値)などの記憶消去や、設定、警報リ
セットを行います。

機能切換キー

計測値の単位を表示します。
単位表示LED

▲（up）、▼（down）キーが有効となった時に点灯します。
▲▼有効LED

数値設定や項目選択時に使用します。キーが有効に
なった場合、▲▼有効LED が点灯します。

▲（up）、▼（down）キー

B/NETアドレスを設定・変更した後、または本機器を再
起動させる場合に押します。

リセットスイッチ

機能選択モードで設定した項目・内容を確定するキー
です。

実行キー

相切換キーにより選択された相が点灯します。
相選択LED

計測値や設定値を表示します。
数値表示6桁LED

選択警報要素が警報状態となった場合に点灯します。
警報表示LED

B/NET信号線を接続します。
N，D，S，N，D

CC-Link通信の状態を表示します。　
L RUN，L ERR.，SD，RD

通信速度設定スイッチ。伝送速度を設定します。
B RATE

CC-Link信号線を接続します。
FG，SLD，DG，DB，DA

表示切換キーにより選択された表示項目が点灯します。
表示選択LED

表示する項目を選択します。表示切換キーを押す毎に
表示選択LED表示が切り換わり、表示する項目が切
り換わります。

表示切換キー

表示する計測値を選択します。計測値切換キーを押
す毎に計測値選択LED表示が切り換わり、計測値の
種別が切り換わります。

計測値切換キー

表示する相を選択します。相切換キーを押す毎に相
選択LED表示が切り換わり、相が切り換わります。

相切換キー

注意 
未使用端子には何も接続しないでください。
渡り配線に使用しないでください。
誤接続すると故障します。

Model

FG端子はインバータ等のノイズ源となる機器と共通の
接地としないでください。誤動作の原因となります。
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1. 各部の名称 



11
4.
5

30

95
.5

製品本体 4-M4×0.7ねじまたは φ 5穴

9.
5

90

30

製品本体

4-M4×0.7ねじまたは φ 5穴

9.
5

4-R1

1

表示ユニット

10
1

2.5 94

6.
5

99
2-φ5穴

11
4

4． オプション品（別売品） 

表示ユニット固定ねじ（M4）を
抜くと、表示部とセンサ部が
分離できます。

表示部とセンサ部は専用のフラットケーブルで
接続でき、オプションの追加で最大10mまで
延長できます。
（表示部を盤面に取付けることができます）

ブレーカに直接取付ける場合は、まず端子ねじを外して、
センサ部の一次側にあるターミナルブロックを矢印の方向に
押し出して外してご使用ください。

表示部
センサ部

ターミナルブロック

※工場出荷時は表示部とセンサ部が合体した状態です。一度分離して頂き、各種配線（一次二次側配線、接点入出力配線）を行ってください。
　（伝送線の配線は、分離状態/合体状態どちらの状態で配線しても構いません）

（1）センサ部の取外し、ターミナルブロックの取外し 
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2. 取付け 

3． 標準同梱品 

本体取付けねじ（M4）

端子ねじ（M8）

※締付けトルクはブレーカ直接取付け時も同じです。

【締付けトルク】

【単独取付け時の注意事項】

1.4～1.9 N･m

 5～7 N･m

■単独取付けの場合 ■ブレーカ直接取付けの場合 ■パネル取付けの場合の盤面開口寸法
（穴寸法） （穴寸法）

（取付け方法）

端子ねじ（M8）
本体取付けねじ（M4）

（2）取付け寸法及び取付け方法 

（取付け方法）

本体（ターミナルブロックを含む）
小形端子カバー（封印プレート付き）
表示ユニットケーブル（4.5cm）
本体取付ねじ（M4）
取扱説明書：詳細編（CD）
取扱説明書：簡易編
接続ねじ（M8）

1
1
1
4
1
1
6

個数名称

ブレーカと本製品とは電線での接続を推奨致します。
また、ブレーカ端子と本品1次側端子と高さが違いますので
（3mm本製品の方が高い）、ブスバーで接続する際はご注意
ください。なお、接続導体に関してはお客様にて手配ください。

品名

端子カバー
（封印プレート付き）

絶縁バリア（表面相間用）

パネル取付け用
ケーブル
（金具付き）

形名

EMU3-CV-1

BAF-05SW
(NF125-CW用絶縁バリア)
(お客様にてカットしてご使用ください)

EMU3-CB-D1M

EMU3-CB-D3M

EMU3-CB-D5M

EMU3-CB-D10M

（1m）

（3m）

（5m）

（10m）

外観

封印プレート

パネル取付け用ケーブル

パネル取付けねじ
(M4×8mm)

金具ベゼル

販売単位

1個

標準価格

1,200円

1枚

1式

430円

15,000円

18,300円

21,700円

30,000円
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5. 仕様と計測要素 

（1）仕様 

項目
形名

上位通信仕様
相線式

データ更新周期
デマンド時限設定範囲
外部入力
仕様

外部出力
仕様

パルス出
力仕様

停電
補償

時計精度
消費ＶＡ

使用環境

質量
外形寸法　単位mm

センサユニット取付け
表示ユニット取付け
標準価格

入力信号形式
機能
（2入力それぞれ
個別に設定
可能）

絶縁方式
定格入力電圧・電流
入力パルス条件

出力信号形式
機能
（3出力それぞれ個別に設定可
能ですが、2段警報の設定は行
えません）（注5）

絶縁方式
定格開閉電圧・電流
出力要素
出力信号形式
絶縁方式
定格開閉電圧・電流
（1）Wh（積算値）
（2）最大・最小値
（3）設定データ
時計
時計バックアップ
時間（注8）

電圧回路
補助電源回路

使用温度範囲
使用湿度範囲
保存温度範囲
標高

仕様

電圧回路
（注1）

電流回路
周波数

定格入力

補助電源定格（注2）
本体許容差

単相2線式
三相3線式
単相3線式

EMU3-DP1-B EMU3-DP1-CEMU3-DP1-P
B/NET伝送 CC-Link通信伝送なし

99,800円81,300円 114,800円

AC110V時：4VA
AC220V時：5VA

AC110V時：4VA
AC220V時：5VA

AC110V時：8VA
AC220V時：9VA

自動リセット／自己保持選択可能

単相2線式、単相3線式、三相3線式（設定切換）

110V、220V、440V（設定切換）

110V（1側ー2側間、2側ー3側間）220V（1側ー3側間）
60A、125A（設定切換）
50Hz-60Hz（周波数自動判別）
AC100Vー220V（＋10%、－15%）50Hz-60Hz
電流、電圧、電力、無効電力、周波数：±1.0%（定格入力に対して）
力率 ：±3.0%
電力量、無効電力量 ：±2.0%（定格の5～100%範囲、力率＝1）
高調波電流、漏洩電流（注3） ：±2.5%
過電流（注4） ：±15%
250msec ※Wh、varh積算値の累積は常時（短サイクル負荷変動にも追随）
0、10秒、20秒、30秒、40秒、50秒、1～15分（1分刻み）、20分、25分、30分
無電圧a接点×2入力（機能は以下より選択）
・パルスカウント機能（0～999,999カウント）
・接点監視のみ
・接点監視＋稼動時（接点ON時）の電力量計測
・接点監視＋稼動時（接点ON時）の時間計測（0～999,999分）
・接点監視＋稼動時（接点ON時）の電力量計測＋稼動時（接点ON時）の時間計測（0～999,999分）
フォトカプラ絶縁
接点にはDC12V、10mAの電流が流れますのでこの開閉に適したものをご使用ください。

無電圧a接点×3出力（機能は以下より設定）
電流デマンド上下限監視
電圧上下限監視
電力デマンド上下限監視
力率上下限監視
漏洩電流デマンド上限監視（注6）
パルスカウント上限監視
稼動時間上限監視
半導体リレー絶縁
DC35V、75mA　　　AC24V、75mA（力率＝1）
電力量
無電圧a接点×1出力　・パルス単位（kWh/pulse）：0.001、0.01、0.1、1または0.01、0.1、1、10（切替設定）
半導体リレー絶縁
DC35V、75mA　　　AC24V、75mA（力率＝1）
（1）～（2）：不揮発性メモリに記憶（記憶周期250ms）
（3） ：不揮発性メモリに記憶（設定変更時）
※停電時、左記計測値、設定値が消去されることはありません。
時計ICを一次電池にてバックアップ（一次電池にはリチウム電池を使用）（注7）
累計停電時間1年間（at 25℃）
（※累計時間超過で時計が初期化（2009年1月1日0時00分）されます。（注9）
±約1分／月差（at 25℃）
各相0.1VA（AC110Ｖ時）、0.2VA（AC220V時）、0.4VA（AC440V時）

–5℃～55℃（日平均気温35℃以下）
30%～85%RH以下（ただし結露しないこと）
–10℃～60℃
1000ｍ以下
1.0kg
90(W)×121(H)×85(D)：単独取付時
90(W)×117(H)×85(D)：ターミナルブロックなし時
ねじ取付け（注10）
センサユニット部にねじ固定または、別売のパネル取付け用ケーブル（金具付き）（1m, 3m, 5m, 10m）にてパネル取付け可能

注1：
注2：

注3：
注4：
注5：
注6：
注7：
注8：
注9：
注10：

110V、220Ｖ、440Ｖはダイレクト接続可能です。
440V時の補助電源は計器用変成器（440/110V）などを介して接続してください。配線工事変更や機器交換などのメンテナンスを行う為、補助電源入力（MA、MB端子）、電源側接続端子（S1、S2、S3端子）
には、保護用機器（ブレーカまたはヒューズ）を接続することを推奨します。
1S-2S端子間の入力電圧が、定格電圧値×80÷110以下のときは、本体許容差は保証できません。
過電流は定格電流の10倍まで計測可能ですが、ブレーカトリップ時の事故電流は計測できません。1側、3側いずれか大きい値を計測するため、2側の過電流は計測できません。
外部出力１の電流デマンド上限監視（上限値80A)、外部入力２に電流デマンド上限監視（上限値100A）のような使い方はできません。
漏洩継電器規格JIS C 8374には準拠しておりません。MCCB（ブレーカ）と本製品の組合せで、ELB（漏電ブレーカ）の代用にはなりません。
電池ははんだ付けされており、お客様での交換はできません（工場での修理対応となります）。
表示ユニットケーブルを外すと、時計バックアップが解除され、時計が初期化（2009年1月1日0時0分）されます。
長期保管する場合は表示ユニットケーブルを外して保管ください。
センサユニットは電源側と負荷側を逆にして使用することはできません。ブレーカの一次側には接続できません、必ず二次側に接続してご使用ください。

パルス入力に設定
接点入力に設定

【パルス入力の場合】パルスON時間：30ms以上
パルスOFF時間：30ms以上
チャタリング時間：3ms以下

【接点入力の場合】接点ON時間：2000ms以上
接点OFF時間：2000ms以上
チャタリング時間：3ms以下



形名シリーズ

WSS

NF125-CW
NF125-SW
NF125-HW
NV125-CW
NV125-SW
NV125-HW
NF125-ZCW
NF125-ZSW
NF125-ZHW
NF125-NCW
NV125-NCW
DSN125-CW
DSN125-SW

極数 ブレーカ定格電流（A）
60
60
60
60
60
60
60
60
60
60
60

75
75
75
75
75
75
75
75
75
75
75

100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100

15
15

15
15

15
15

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

20
20

20
20

20
20

30
30

30
30

30
30

40
40

40
40

40
40

50
50
50

50
50

50
50

形名シリーズ

WS-V

NF125-CVF
NF125-CV
NF125-SVF
NF125-SV
NF125-HV
NV125-CVF
NV125-CV
NV125-SVF
NV125-SV
NV125-HV
NF125-ZCV
NF125-ZSV
NF125-ZHV
NF125-NCV
NV125-NCV

極数 ブレーカ定格電流（A）
60
60
60
60
60
60
60
60
60
60
60
60
60
60
60

75
75
75
75
75
75
75
75
75
75
75
75
75
75
75

100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100

15
15

15
15

15
15

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

20
20

20
20

20
20

30
30

30
30

30
30

40
40

40
40

40
40

50

50
50

50
50

50
50
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 計測項目と表示/出力の対応を下表に示します。（● ･･･表示/出力するデータ　　― ･･･表示/出力しないデータ）

（2）計測要素 

計測項目

1相
2相注1

3相注1

総合注2

1相
2相注1

3相注1

最大
最小
最大発生時刻
1-2相
2-3相注1

3-1相注1

総合注2

最大
最小
最大発生時刻

現在値
最大
最小
最大発生時刻

現在値
最大
最小

電流値

電流デマンド値
※設定された時限の
　移動平均を示します。

電圧値

電力現在値
電力デマンド値
※設定された時限の
　移動平均を示します。

無効電力現在値
力率

通信
詳細 B/NET

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

CC-Link
表示
（LED）
●
●
●
●
●
●
●
●
●
－
●
●
●
●
●
●
－
●
●
●
●
－
●
●
●
●

計測項目

現在値
最大
最大発生時刻

現在値
最大
最大発生時刻

1相
3相注1

1相
3相注1

周波数現在値
漏洩電流現在値（高調波含有なし）
漏洩電流デマンド値
（高調波含有なし）

漏洩電流現在値（高調波含有あり）
漏洩電流デマンド値
（高調波含有あり）

過電流最大値
高調波電流
総合実効値／歪率現在値
高調波電流
各次実効値／含有率現在値注3

電力量
電力量(拡大)
無効電力量
無効電力量(拡大)
入力パルス数
稼動時間
稼動時間電力量
現在時刻

通信
詳細 B/NET

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

CC-Link
表示
（LED）
●
●
●
●
－
●
●
●
－
●
●
●
●
●
●
－
●
－
●
●
●
●

注1：相線式を単相2線式に設定した場合、計測しません。
注2：相線式を単相2線式に設定した場合、表示はしません。（通信によるモニタは可能です）
注3：高調波電流各次は、実効値：基本波、第3、5、7…19次、含有率：第3、5、7…19次となります。

注1：単相3線式の場合、定格電圧値は
　　  1-2、2-3間＝110V、3-1間＝220V
　　  となります。

【補足】
・総合電流：単相2線式設定の場合、総合電流＝1相電流。三相3線式、単相3線式設定の場合、総合電流＝（1相電流＋3相電流）／2 
・総合電圧：単相2線式設定の場合、総合電圧＝1－2間電圧。三相3線式、単相3線式設定の場合、総合電圧＝（1－2間電圧＋2－3間電圧）／2 
・電流最大（最小）値：三相3線式設定の場合、1相電流、2相電流、3相電流の中のいずれか大きい（小さい）値（最大値・最小値リセット後から現在までの過去最大（最小）値）
　　　　　　　　　　  単相3線式設定の場合、1相電流、3相電流の中のいずれか大きい（小さい）値（最大値・最小値リセット後から現在までの過去最大（最小）値） 
・電圧最大（最小）値：三相3線式設定の場合、1－2間電圧、2－3間電圧、3－1間電圧の中のいずれか大きい（小さい）値（最大値・最小値リセット後から現在までの過去最大（最小）値）       
　　　　　　　　　　  単相3線式設定の場合、1－2間電圧、2－3間電圧の中のいずれか大きい（小さい）値（最大値・最小値リセット後から現在までの過去最大（最小）値）

6. ブレーカへの直接取付けに関して 

計測要素
電流
デマンド電流
電圧（注1）

電力
電力デマンド
無効電力
力率
漏洩電流
漏洩電流デマンド

本機器の動作
入力電流が定格電流値の0.5%未満のときに0Aになります。
入力電流が定格電流値の140%を超えたときに140%固定値になります。
入力電圧が定格電圧値×15/110未満のときに0Vになります。
入力電圧が定格電圧値×150/110を超えたときに定格電圧値×150/110V固定値になります。
電圧表示値が全相0V、または電流表示値が全相0Aのとき、0kW、0kvarになります。
また、全負荷電力の0.4%未満のときにも0kW、0kvarになります。
全負荷電力の140%を超えたときに140%固定値になります。
電圧表示値が全相0V、または電流表示値が全相0Aのとき、100.0%になります。
入力漏洩電流値が5mA未満のときに0mAになります。
入力漏洩電流値が2000mAを超えたときに2000mA固定値になります。

（計測データの制限事項）

本製品は、ブレーカの負荷側に直接取付けることができます。
ブレーカに直接取付ける場合は、以下表記載の機種に限定して使用ください。
また、ブレーカ定格電流の80％以下でご使用ください。ただし、定格電流125A品には直接取付けできません。

【直接取付け時の注意事項】
　・ブレーカの一次側へは取付けできません。必ず二次側に取付けて使用ください。
　・ブレーカが短絡動作した場合は損傷する可能性がありますので、本製品の交換を推奨します。
　・単相2線式で使用する場合、ブレーカ直接取付けはできません。
　・横密着取付けはできません。横間隔は20mm以上離してください。

　・操作とってについては、F,V形ともに使用可能です。
　・S形とっては表示ユニットを外した状態で使用可能です。
　・遮断器用BOXについては、使用できません。
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7. 外形寸法図 
センサユニット 

単独取付け時 

ブレーカ取付け時 

表示ユニット 

■動力線・補助電源・FGの接続

■外部入力・警報出力・パルス出力の接続

8. 接続図 

●三相3線式 ●単相3線式 ●単相2線式 〈接続端子の適合圧着端子〉 
端子
ねじ仕様
圧着端子

締付けトルク

1S, 2S, 3S, 1L, 2L, 3L
M8ねじ
M8ねじ用丸形圧着端子
M8ねじ用低圧開閉器用圧着端子
（外形：Φ16.5以下　板厚：0.8mm以上）
5～7 N･m

〈補助電源・FGの結線〉 
端子
線種

被覆ムキ長
締付けトルク

単線
撚線

MA, MB, FG
1本接続の場合
Φ0.5～Φ1.2mm
0.14～1.5mm2

6mm
0.5～0.6N･m

2本接続の場合
2本×Φ0.5～Φ0.9mm
2本×0.14～0.75mm2

 

X1

X2

COM

 

 

 

 

 

 

 

リレー 

 

カウンタ 

外部入力
無電圧a接点片側コモン
接点入力はDC12V 10mA
開閉に適したものを使用
してください。

警報出力
無電圧a接点片側コモン
DC35V 75mA またはAC24V 75mA（力率＝1）

A1

A2

A3

COM

CA

CB
パルス出力
無電圧a接点
DC35V 75mA またはAC24V 75mA（力率＝1）

〈外部入力・警報出力・パルス出力の結線〉 
端子
線種

被覆ムキ長
締付けトルク

単線
撚線

X1, X2, COM, A1, A2, A3, COM, CA, CB
1本接続の場合
Φ0.5～Φ1.2mm
0.14～1.5mm2

6mm
0.5～0.6N･m

2本接続の場合
2本×Φ0.5～Φ0.9mm
2本×0.14～0.75mm2

補足：外部入力用のCOM端子と警報出力用のCOM
端子は絶縁されています。

1 2 

 

 

電源側

負荷側

負荷

AC100V
～220V

負荷 負荷 

負荷 

 

1 2 3 

電源側

負荷側

AC100V
～220V

220V
110V 110V

1 2 3 

電源側

AC100V
～220V

負荷側

負荷

リレー

リレー

※表示部は標準位置から左右に90度回転できます。

〈標準位置〉

FG端子はインバータ等のノイズ源となる機器と共通の接地
としないでください。誤動作の原因となります。

設定モード 

リセット／プリセット 
モード 運転モード 

相順方向表示モード 

時計設定モード 

実 
 行
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２
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漏
電

３

Ａ

Ｖ
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２

３
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ET
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/
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切  換 切  換 切  換
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切  換
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外部入力

var
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Pls

Ｗ

Ｖ

Ａ

％

ｋ

ｍ

ＷｈＨｚ

機能計測値相表示

var 高調波 １ 現在値

設定最大値２varh

Hz

ＰＦ

漏電 ３

Ａ

Ｖ

Ｗ

Ｗｈ

警報表示
１ ２ ３

過電流

RESET

リセット/
フ°リセット
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9. ネットワーク対応 
B／NET伝送対応ネットワーク例 CC-Link通信対応ネットワーク例 

��������

…

MELSECNET

CC-Link

三菱MELSEC
Qシーケンサ

製造装置1 製造装置2

制御盤1-② 制御盤2-①

製造装置の制御盤

10. 動作モード及び設定方法 

（1）動作モード 

本製品には以下の動作モードがあります。
ア）計測値の表示（運転モード）
イ）定格・警報監視条件などの設定（設定モード）
ウ）時計の設定（時計設定モード）
エ）警報出力の解除（警報リセットモード）
オ）最大値・最小値・電力量などの計測データリセット、
電力量・無効電力量のプリセット
（リセット／プリセットモード）

カ）動力線接続の相順確認（相順方向表示モード）
など、用途に応じて動作モードを切換えて使用します。
補助電源投入直後は、運転モードの表示となります。

（2）上下限監視機能の使い方 
正しく計測するためには、基本設定（相線式、定格電圧、定格電流など）を設定する必要があります。必ず設定してください。
機能選択モードから設定モードを選択すると、右記のようにメニューを
選択できますので、「基本設定」の項目を選択してください。

設定モードでは「上下限設定」「警報出力設定」もできます。
上下限監視する要素及び上下限値／下限値を「上下限設定」モードで設定し、
外部出力の警報出力要素、警報遅延時間、警報リセット方式を「警報出力設定」
で設定すれば、以下のような上下限監視機能として使用できます。

本機器は、各計測値に対する上下限監視を個別に行うことができます。
■上下限監視機能の使い方

<監視設定>
・上下限設定…計測値の上下限値を設定します。
・警報出力設定…警報出力要素（1～3）、警報遅延時間、警報リセット方式（以下表）などを設定します。

※電流・電圧を瞬時値として監視したい場合には、デマンド時限を0秒に設定してください。

上限監視項目
下限監視項目

電流デマンド、電圧、電力デマンド、力率、漏洩電流、入力パルス数、稼動時間
電流デマンド、電圧、電力デマンド、力率

リセット方式
自動リセット（Auto）
自己保持（Hold）

計測値が上限設定値を下回る、あるいは下限設定値を超過すると警報が自動的に解除されます。
計測値が上限設定値を下回った、あるいは下限設定値を超過した後も警報を保持します。警報リセットを行うことで警報が解除されます。

三菱ACサーボMR-J3

原単位表示画面例

省エネデータ収集サーバ
（デマンド監視機能付品）

MES3-255B-DM
RS-485 T分岐

可能

B／NET

警報復起動作

制御盤1-①

設定メニュー
移行直後

基本設定　　上下限設定　　警報出力設定　　設定終了

切 換

切 換

機能切換メニュー

設定 
（SEt） 

リセット／プリセット
（rSt.PSt） 

警報リセット
（AL rSt） 

機能切換キー

設定モード 

機能切換キー

リセット／プリセット 
モード 

機能切換
キー

機能切換
キー

実行キー

実行キー

実行キー

実行キー

実行キー

運転モード 

実行キー

相切換キー 機能切換キー

＋ 

相順方向表示モード 

時計設定モード 
計測値切換キー表示切換キー 

＋ 

実行キー

（三相３線式設定時のみ）

実 行

切 換切 換

実 行

実 行 実 行

実 行

実 行切 換 切 換

切 換

切 換 実 行

実 行
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見据えているのは、生産設備の総合計測

三菱エネルギー計測ユニット
EMU3-DP1-P
EMU3-DP1-B
EMU3-DP1-C
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●このカタログは、再生紙を
　使用しています。

この印刷物は、2019年1月の発行です。なお、お断りなしに仕様を変更することがありますのでご了承ください。

◎本品のうち、外国為替及び外国貿易管理法に定める安全保障貿易管理関連貨物（又は役務）に該当するものの輸出にあたっては、同法に基づく輸出（又
は役務取引）許可が必要になります。
◎本品の使用（ハードウェア・ソフトウェア）による事故が発生しても、それに起因する損害及び二次的な波及損害の全ての補償には応じかねます。
◎Ethernet, イーサネットは、富士ゼロックス株式会社の登録商標です。
◎その他、記載されている会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。

電話技術相談

FAX技術相談

電力管理機器 省エネ支援機器
（エネルギー計測ユニット、省エネデータ収集サーバ、デマンド監視制御装置） （052）719-4557 月～木曜日　 9:00～19:00

　　金曜日　 9:00～17:00

対象機種 電話番号 受付時間※1

電力管理機器

三菱電機FAサイトの「仕様・機能に関するお問い合わせ」もご利用ください。

省エネ支援機器 （084）926-8340 月～金曜日　 9:00～16:00

※1. 祝日・当社休日を除く

対象機種 FAX番号 受付時間※1


